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くじらの形に似てい
ることからくじら島と
も呼ばれています。

馬の背までは
往復約25分

晩秋～春にかけて
見ることができる
オアシス。夏には
消えてしまうので、
今がチャンス！！

砂が強風によって移動
し、大規模なスリバチ
状の窪んだ地形ができ
ます。32度の急斜面、
深さは20m。

この付近は風通しがよく
砂が飛ばされ、砂の下に
堆積している火山灰が
顔を出しています。

標高約47m。頂上で
は絶景を楽しめる人
気No.1スポットです。

◆アリジゴクはウスバカゲロウ類の幼虫で、砂の中にす
り鉢状の巣を作り、アリなどの小さな昆虫を巣に落とし
て捕食する・・・というところからこの名前がつけられたそ
うです。

◆写真のアリジコクは、私達が近づいたので、慌ててお
尻で砂を掘り、砂の中にもぐろうとしています！

◆春に産卵するイソコモリグモ。孵化すると
母グモは子グモを背中に乗せて子守りをする
ことから、その名前がつけられたそうです。

◆砂浜に直径約1cm、深さ10～20cmのたて
穴の巣を掘って生息します。

オアシスを
ス～イスイ

◆オアシスにはアメンボが生息しています。な
んと、去年は11匹も確認できました。

◆写真左は去年、馬の背東側で発見したアメ
ンボ。アメンボは飛んで移動するので、春の
南風に乗って飛んできたのかも！？

風紋は風が吹いてくる方向に対して垂直に形成されます。なので、風
の向きによって、風紋のできる方向が変わります！

北西の季節風が吹く冬とは違い、春は南向きの風が吹きます。それに
ともない、風紋のできている方向が変わります。

風紋を見ると風向が分かる！風紋を見つけたら、そのことを頭に入れ
て観察してみて下さいね！

ちなみに、風紋は風上側が緩やか、風下側が急な斜面になります。


